
広報

姉妹都市の伊丹市(兵庫県〉から¥こぶ白馬10羽
ガ贈られましだ。

昭和55年、伊丹市と姉妹都市締結して以来、10数

羽のこ13'¥白鳥ガ贈られましだガ、逃げだり¥てくな

つだりして 1羽しか残っていませんでし定。

今回仲間入り し芝10羽の白鳥は、桜田の娼 (大村

公園内〉で、ヌフヒルやコイだちとー緒に暮らします。

皆さんかわいがってね! CY;. .桜田の堀〉

| 特集 I ~史を訪ねてみません
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歴
史
を
見
る
な
ら
ま
ず

初
代
藩
主
大
村
喜
前
が
築
城
し

て
か
ら
2
7
0
余
年
、
大
村
氏
の

居
城
と
し
て
栄
え
ま
し
た
。
特
に

ぐ官

E久島城跡

一fd
L
馬
叫

扇
こ
う
配
の
美
し
い
曲
線
を
描
く

像

石
垣
は
正
に
壮
観
で
す
。

一一

良
く
見
て
い
く
と
、
鉄
砲
や
矢

一少

を
射

っ
た
鉄
砲
狭
間
、
矢
狭
間
な

語

ど
も
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

回浜

感
動
の
歌
こ
こ
に
あ
り

J

一
葉
よ
り
手
く
れ
水
く
れ
待
つ

花
の
君
ガ
御
為
に
咲
け
や
此
の
時
H

秋
田
県
刈
和
野
町
で
戦
死
し
た
、

少
年
鼓
手
浜
田
謹
吾
少
年
(
当
時

日
歳
)
の
襟
に
縫
い
つ
け
て
あ

っ

た
歌
で
す
。

( 

本経寺墓碑群

壮
大
な
墓
碑
群
は
み
ご
と

会事
E

、

山
口
代
喜
前
に
よ

っ
て
創
建
さ
れ

て
以
来
、
大
村
家
の
菩
提
寺
と
な

っ
て

い
ま
す
。
境
内
に
は
、
県
一文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
大
村
家

墓
碑
群
が
あ
り
、

6
m
を
こ
え
る

妻子別れの石

今
で
も
苔
が
生
え
な
い

B 

受
刑
者
た
ち
は
、
こ
こ
で
妻
子

と
水
盃
を
交
し
て
最
後
の
別
れ
を

告
げ
、
斬
罪
所
(
殉
教
地
)
へ

ひ

か
れ
て
い
き
ま
し
た
。
現
在
別
れ

の
石
が
3
個
残

っ
て
お
り
、
俗
に

「
涙
石
」
と
も
呼
ば
れ
、
今
で
も

苔
が
生
え
ま
せ
ん
。

か
く
れ
キ
リ
シ
タ
ン
の
悲
哀

タ

大
村
藩
郡
村
(
今
の
竹
松
、
福

重
、
松
原
)
の
百
姓
を
中
心
に

6

'

0
8
人
の
潜
伏
キ
リ
ン
タ
ン
が
検
/

挙
さ
れ
ま
し
た
。

か
れ
ら
は
、
大
村
、
長
崎
、
平

戸
な
ど
5
か
所
に
収
容
さ
れ
、
大

村
で
は
1
3
1
人
が
、
長
崎
そ
の

他
で
2
8
0
人
が
そ
れ
ぞ
れ
処
刑

さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
大
殉
教
を
「郡

お船蔵跡

出
征
の
際
、
母
が
わ
が
子
を
励

ま
す
た
め
に
書
き
し
る
し
た
も
の

で
、
こ
れ
を
見
た
現
地
の
人
が
大

い
に
感
激
し
厚
く
葬
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
縁
で
、
現
在
秋
田
県
角

館
町
と
姉
妹
都
市
に
な
り
ま
し
た
。

海

の

玄

関

口

玖
島
城
に
付
属
す
る
船
蔵
と
し

て
構
築
さ
れ
、
軍
事
面
だ
け
で
な

く
、
産
業
面
で
も
大
い
に
活
用
さ

れ
ま
し
た
。

石
組
な
ど
の
遺
構
は
、
当
時
の

() 
五
輪
塔
、
樟
石
塔
な
ど
が
群
立
し
、

そ
の
壮
大
き
、
石
工
技
術
の
精
巧

さ
は
見
事
な
も
の
で
す
。震

協
ス
h

ア
ン
ド

O

パ
ス
ヲ
l

ミ
ナ
ル

園道34号線

O 

崩
れ
」
と
い
い
ま
す
。

-2 
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甲 i ー~ :'ifl r町
五教館御成門

百 面
姓 影

町 そ
人 の
に ま
も ま
開 残
放 し
さ 」
れ い

ま
た す

五
教
館
は
、
大
村
藩
校
と
し
て
、

学
問
だ
け
で
な
く
、
武
芸
所
も
設

け
ら
れ
、
文
武
両
道
の
練
成
が
行

わ
れ
た
所
で
す
。

ま
た
、
幕
末
に
は
土
分
だ
け
で

な
く
百
姓

・
町
人
に
も
聴
講
を
許

し
た
こ
と
は
、
当
時
と
し
て
は
画

期
的
な
こ
と
で
し
た
。

現
在
大
村
小
学
校
に
残
る
黒
門

は
、
藩
主
の
出
入
口
で
し
た
。

(
国
)
国
文
化
財
、
(
県
)

問
い
合
わ
せ

社
会
教
育
課 県

文
化
財
、

回
以
上
の
石
組
み
の
美

4
0
0
4
t
 

宇 iTh筏
あり男 1" 

震tt霊堂
五宍芸事5
大 、丹り

大播倉¥¥

Z 草壁警
lモ 2長時れ
規子長ま

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
を
持
ち
帰
っ
た

天
正
凶
年

(
1
5
8
2
)
、
大

村
純
忠
、
大
友
宗
麟
、
有
馬
晴
信

の
大
名
は
、
伊
東
マ
ン
シ
ョ
、
千

々
石
ミ
ゲ
ル
、
原
マ
ル
チ
ノ
、
中

浦
ジ

ュ
リ
ア
ン
の

4
少
年
を
ロ
l
l

マ
に
派
遣
し
ま
し
た
。

4
少
年
は
、
マ
ラ

ッ
カ
、
イ
ン

ド
、
喜
望
峰
を
ま
わ
り
2
年
半
か

か
っ
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
渡
り
、
出

港
し
て
か
ら
8
年
5
か
月
と
い
う

大
旅
行
の
す
え
帰
国
し
ま
し
た
。

坂口館跡

大
村
純
忠
終
え
ん
の
地

天
正
遺
欧
少
年
使
節
団

(
4
少

年
)
を
ロ
1
l

マ
に
派
遣
し
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
文
化
を
取
り
入
れ
日
本
文

化
に
貢
献
し
た
、
日
代
大
村
純
忠

の
晩
年
の
隠
居
所
で
す
。

こ
の
純
忠
が
没
し
て
4
0
0
年。

数
々
の
記
念
事
業
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

(
市
)
市
文
化
財

一 回が石畔!iあ模

i自iU13進
もとて土中 て2

1izi L18 
:1111i i 
す数石事ーい4

少
年
た
ち
は
、
活
字
印
刷
機
械

な
ど
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
進
ん
だ
技
術

や
知
識
を
持
ち
帰
り
、
日
本
文
化

に
大
い
に
貢
献
し
ま
し
た
。

彼
ら
が
出
港
し
て
か
ら
4
0
0

年
。
そ
れ
を
記
念
し
、

4
少
年
の

偉
業
を
た
た
え
る
た
め
、
顕
彰
像

が
た
て
ら
れ
ま
し
た
。

工 O

高業
校

消防学校 O

。
森
圃
公
園

o
H臥
験
場

国道34号線

文化財を災害な どから守

り、後世へ伝えなければな

りません。皆さんの理解と

ご協力をお願いします。

文化財の一例

。オオムラザクラやイチイ

ガシ天然林の天然記念物

。旧円融寺庭園の名勝

。本経寺大村家墓碑群の有

形文化財

。黒丸踊 ・寿古踊・沖田踊

の無形民俗文化財

。今富キリ シタン墓碑・ 五

教館御成門・大村藩お船蔵

跡の史跡など、国や県の文

化財指定を受けています。

その他、まだ多くの史跡

などが方々にあり ます。

- 3 



国
民
年
金
や
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
と
、

「
年
金
手
帳
」
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

こ
の
年
金
手
帳
に
は
、
厚
生
年
金
保
険

老齢福祉年金の

証書を受信します
8月に 預かりしだ老齢福祉年金の証書を受

付しますので¥国民年金証書保管証と¥日か

んをご持参のうえ¥お受けとりくだ、さい口

O 受付および受付場所

11 月 11 日 (釦~17 日 (木) 邑出張所・保険年金課

11 月 21 日 (月 )~ 保険年金課

転
職
し
て
も
、
ま
た
、
ど
こ
の
都
道
府
県

に
引
っ
越
し
て
も

一
生
変
わ
り
ま
せ
ん
。

年
金
手
帳
の
記
号
と
番
号
を
基
に
し
て
、

そ
の
人
の
年
金
制
度
加
入
の
う
え
で
必
要

な
こ
と
が
す
べ
て
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

年
金
手
帳
を
も
ら

っ
た
ら
、
そ
の
記
載

内
容
に
間
違
い
が
な
い
か
確
認
し
て
お
き

±
?
し
ょ
、
つ
。

氏
名
や
生
年
月
日
、
初
め
て
加
入
し
た

日
な
ど
が
違

っ
て

い
る
と
、
将
来
年
金
を

も
ら
う
と
き
に
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
り

ま
す
。も

し
、
汚
し
た
り
、
な
く
し
た
場
合
に

は
国
民
年
金
の
み
市
役
所
で
再
交
付
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ

の
記
号
番
号
と
、
国
民
年
金
の
記
号
番
号

が
記
入
で
き
る
欄
が
あ
り
ま
す
。

最
初
に
就
職
し
た
と
き
に
、
そ
の
人
の

厚
生
年
金
保
険
の
番
号
が
決
ま
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
記
号
番
号
は
、
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で
な
い
人
が
、
初
歳
に
な

っ
て
国
民

年
金
に
最
初
に
加
入
し
た
と
き
に
つ
け
ら

れ
ま
す
。

こ
の
記
号
と
番
号
は
、

国民年金証書保管証

崎証書の記号番号 [

そ
の
人
が
何
回

殿受給権者氏名

保
険
年
金
課
年
金
係

山宗

n
H
ド

戸
十

月

月

証書交付場所

証書交付日

証書受領者名

上記の国民年金証書を保管しました。

昭和 年 月日

大村市長 松本

市役所
出張所

日から 月 日まで各出所

日から市役所保険年金課

続柄

先般、実施したアンケート調査を報告します。

ご協ありがとうごさ、、ました。

なお調査結果につきましては、今後の墓地公

園造成計画の参考とさせていただきます。

大

ーふるさと競演ー

竹月20日(日) 午後T時開演

諌早文化会館

問い合わせ県教育庁文化課

(n長崎@1111)

繋民俗議

地区別回収状況

25.3% 全世帯数 21， 201 、|

24.0% 1，5491 地区世帯数 6，456 ;r-l 
23.5% 1，9061 8，125 ii 1 

3l.0% 122 IJ 394 ~~ I 
18.9% H 561 //1 

13.3% 641 " 481 、|

40.6% 1，530 " 1 3，764 (( 1 

11.1% 84 1 " 754 ))1 

0%  " 667 、!

y甫

田

瀬

松

重

全体

大村

西大村

鈴

萱

竹

福

松

出

演

寿

百

踊

(
大
村
市
)
¥
壱
岐
神
楽

(
壱
岐
郡
)
¥
小
ケ
倉
獅
子
舞
(
長
崎
市
)

ほ
か

入
場
料

- 4 

無
料

寿古踊(無形民俗文化財〉

50 1100 

0.2% 

40 

白紙回答

10世帯

30 

墓地公園の造成を希望しますか?

希望します

1，020世帯

19.0% 

20 10 

原
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永
年

A
2志
願
か
怠
じ

協
和
町
お
よ
び
周
辺
地
域
住
民
の
永
年
の
要
望
で

あ
っ
た
、
市
道
協
和
町
森
園
町
l
号
線
(
旧
空
港
線
)

に
、

ω月
1
日
よ
り
県
営
の
定
期
パ
ス
が
運
行
さ
れ

て
い
ま
す
。

岡
市
道
沿
線
は
、
住
宅
の
建
設
な
ど
が
進
む
中

グ
パ
ス
路
線
が
な
く
不
便
だ
。
と
の
声
が
強
く
、
市

お
よ
び
地
域
の
皆
さ
ん
が
、
県
営
パ
ス
に
対
し
、
運

行
に
つ
い
て
要
望
し
て
い
ま
し
た
。

運
行
の
始
ま

っ
た
叩
月
1
日
、
開
通
式
が
行
わ
れ
、

式
典
で
は
、
開
通
を
喜
ぶ
地
域
の
人
た
ち
ゃ
市
長
、

商
工
会
議
所
会
頭
、
県
交
通
局
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
や
試
乗
会
な
ど
で
、
定
期
パ
ス
運
行
を
祝
い
ま
し

た
な
お
、
運
行
時
間
は
別
表
の
と
お
り
で
す
。

ご
利

用
く
だ
さ
い
。

開通を祝ってテープカット(~.工業高校前〉

後木場

運行時間

(発) 大 キナ
協 和 町 大工業村前後 木場 ターミナル

ム 8 : 40 ム 8 : 48 ム 8 : 49 

日9 : 00 日9 : 08 日9 : 09 

ム 9 : 17 D 9 : 30 ム 9 : 38 ム 9 : 39 

10 : 27 10 : 40 10 : 48 10 : 49 

ム11: 12 ム11: 25 ム11: 33 ム 11: 34 

(勺 lVI.~~1!' ) 14 : 10 14 : 18 14 : 19 

ム17: 05 ム17: 13 ム17: 14 

17 : 55 18 : 03 18 : 04 

18 : 45 18 : 53 18 : 54 

董
瀬
小
閑
枝
市
周
年

世
代
交
流
で
楽
し
む
児
童
た
ち

(

%

・

萱

瀬

小

学

校

)

日印は日曜のみ運行。

住
宅
需
要
実
態
調
査
に

ご
協
力
〈
だ

7
い

(注)無印は毎日運行、 ム印は月曜~土曜運行、

建
設
省
で
は
、
都
道
府
県
、
市
町
村
の
協
力
の
も
と

に
、
ロ
月
1
日
に
、
全
国
に
わ
た
っ
て
「
昭
和
白
年
住

宅
需
要
実
態
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
全
国
の
家
庭
の
皆
さ
ん
が
、
住
宅
に

つ
い
て
日
頃
ど
の
よ
う
に
お
考
え
に
な
っ
て
い

る
か
、

ま
た
、
住
宅
の
改
善
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
計
画
を
お

持
ち
に
な

っ
て
い
る
か
な
ど
を
伺
う
も
の
で
、
国
や
地

方
公
共
団
体
の
住
宅
施
策
を
行
、
?
っ
え
で
重
要
な
資
料

と
な
る
も
の
で
す
。

全
国
約
9
万
世
帯
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
が
、
本
県

で
は
約
1
0
0
0
世
帯
に
調
査
を
お
願
い
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

日
月
M
日
か
ら
ロ
月
7
日
ま
で
の
聞
に
調
査
員
が
伺

い
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

建
築
課
住
宅
係

萱
瀬
小
学
校
(
杉
大
悟
校
長

・
児
童
1
2

8
人
)
が
、

開
校
1
1

5
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
記
念
行
事
が
9
月
日
目
、
同
校
で
行
わ
れ
、
記

念
式
典
や
三
世
代
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
、
ま
た
、
当
時

を
し
の
ぶ
教
科
書
や
写
真
な
ど
も
展
示
さ
れ
、
1
1
5

周
年
を
祝
い
ま
し
た
。

同
校
は
、
明
治
6
年
9
月
日
日
、
生
徒
数
お
人
の
4

年
制
小
学
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

記
念
式
典
で
は
、
校
長
や
児
童
代
表
の
あ
い
さ
つ

、

小
学
校
O
B
の
田
中
登
茂
喜
さ
ん
の
講
演
な
ど
が
行
わ

れ
、
三
世
代
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
竹
細
工
や
ゲ
ー
ト
ボ
l
ル
、

折
り
紙
な
ど
、
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
そ
し
て
、
お
じ

い
ち
ゃ
ん
、
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
楽
し

く
過
ご
し
ま
し
た
。

文化会館建設の一助に

平
山
町
恵
さ
ん
(
宮
小
路
1
丁

目
)
は
、
大
村
市
総
合
文
化
会
館

建
設
費
の
一
部
に
と

m日
、
亡
夫

(
慎
吾
さ
ん
)
の
香
典
返
し
と
し

て
、
日
万
円
を
寄
付
き
れ
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

- 5 -
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企わかちあおう-一・・幸せ/

(吹 -長崎空港〉

「わかちあおう幸せJをスローガンに¥

10月T巴から始まつだ¥赤い羽根共同募

金運動。 30日ぎで。

その初日の?目、全日空の2人のスチ

ュワーデスに抱えられて赤い羽根ガ到着。

柴田fiiU知事¥松本市長¥田中福祉協議

会々長らの出迎えを受けました。

お
包
ち
ゃ
ん
ガ
ン
バ
レ
ー
グ

(
九
・
昼
間
館
)

市
内

8
地
区

¥3
5
0人
ガ
参
加
し
て
行
わ

れ
芝
市
連
合
婦
人
会
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
大
ム
E
o

-
-
お
買
物
¥
化
粧
直
し
¥
リ
レ
|
¥
み
ん
な
で

己
お
ど
ろ
う
な
ど
¥
婦
人
な
ら
で
わ
の
レ
ク
で
¥

一J
1
日
を
楽
し
み
ま
し
た
。

‘ 

アJ テ戸料理ずら二(% .1期建所〉

ミルク ミドリ

M8.M料理コンクールの審査および表

彰式ガ¥4日保健所で行われましだ。

大村・東彼地区から総数73点ガ応募。

事前に行つだ書類審査で¥主食の部5点¥

冨リ食の部6点¥おやつの部6点ガ入選。

この巴は¥実際に料理しだ入選作0017点
を試食しながらの審査。

表彰では¥劃食の部で¥吉福美智子さ

ん(36歳・ 小路口町〉ガ優秀賞を受賞

されましだ。

“ 

- 6 

企スポーツで気分そう快(13く 補助グランドほか〉

「体育の巴」に行われだ市民球技大会。

市内の予選を勝ち抜いだ8旭区から25チ
ム(ソフト13¥パレ-12チーム〉ガ熱

戦を繰り広げましだ。

ま芝、問島中体育館では¥第 l回市民

綱引き大会も行われぎしだ。

成績け{立のみ〉

ソフトァ代 ルー・・・・大川田、パレ ボ

jレ・・・・・・木場、綱引きー・臣)巴泊・ 同溝陸



~~ノ〆
お
'== 
ヌも

に
ご
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用
く
だ
ウ

ν

む
ル
パ

人
材
セ

b
q
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シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
皆
さ
ん

の
ご
協
力
を
得
な
が
ら
発
足
以
来
半
年
を

過
ぎ
ま
し
た
。

高
齢
者
が
就
業
の
機
会
を
通
じ
、
社
会

参
加
と
生
き
が
い
の
充
実
を
図
る
こ
と
を

を
目
指
し
て
、
業
務
を
進
め
て
い
ま
す
。

会
員
は
現
在
2
3
6
人
で
、
こ
れ
ま
で

の
豊
富
な
経
験
を
生
か
し
た
仕
事
に
励
ん

で
い
ま
す
。

経
理
事
務
、

器
械
の
修
理
、
除
草
、
病

人
や
老
人
の
介
護
、
(
丞
事
手
伝
い
、
障
子

119番緊急通報
ー圃・ -唱、

竹月9日1 1 9番の日

.グ11 9番、あな疋ガ通報するとき.グ

次の要領で、ハッキ リと通報してください 0

・火事か救急か、・ 場所は、 ・大きな目標は、

・何が燃えているのか、 (病人・けが人の状態

・あなたの名前と電話番号は、
張
り
、
こ
の
ほ
か
に
も
た
く
さ
ん
の
経
験

を
持
っ
た
会
員
が
い
ま
す
。

専
門
の
人
に
頼
む
ほ
ど
で
も
な
い
が
・
:

と
思
わ
れ
る
よ
、
つ
な
仕
事
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。
係
員
が

す
ぐ
に
伺
い
ま
す
。

j
川
川
ペ
パ
川
州
制
バ
バ
け
出
対
桜
町
の

身
近
に
あ
り
ま
す
。

連
絡
先

シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
(
岱

@
5
2
2
5
)
 

は)

とかくあわてがちですから、

自宅の住所などを小さなメモ

にして、電話機の前にはって

おくと便利です。

119番は緊急電話です O

火災などの問い合わせはテレ

(宮⑪ 11 9 0) 

峰子さん山浦

H

あ
ヲ

似
マ

最
初
の
利
用
者

、、

あ
な
た
の
ひ
、
う
わ

?
m番

一
日
で
も
早
く
、

一
人
で
も
多
く
か
指

名
手
配
犯
人
。
を
捕
ら
え
、
第
二
第
三
一の

犯
罪
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
よ
う
な
事
を
見

た
り
聞
い
た
り
し
た
と
き
は
、
警
察

(
1

1
0
番
)
に
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

ご
迷
惑
は
お
か
け
し
ま
せ
ん
。

-
手
配
さ
れ
て
い
る
犯
人
に
つ
い
て
知
っ

て
い
る
と
き
。
よ
く
似
た
人
を
見
か
け
た

と
き
。

山
浦
峰
子
さ
ん
(
水
主
町

1
丁
目
)

組
立
て
式
の
倉
庫
を
作
る
の
を
お
願
い

し
た
ん
で
す
が
、
と
に
か
く
熱
心
で
、
材

料
が
足
ら
な
か
っ
た
物
ま
で
買
い
に
行
っ

て
も
ら
っ
た
り
し
て
、
本
当
に
助
か
り
ま

し
た
。
そ
れ
に
、
安
い
で
す
ね
。

近
所
の
方
も
、
そ
れ
を
見
て
、
シ
ル
バ

ー
の
方
に
頼
ん
で
お
ら
れ
た
よ
う
で
す
よ
。
↑ー

ホンサー ビス

“火"の取り扱いは

くれぐれも慎重に

竹月26日---12月2日

期間中、 午 後 8時に 1分間サイレン を吹鳴します。

演習召集サイレンは 11月26日(土)、午前 8時

火事、救急は、 11 9番 防火相談は大村消防署

(~4 1 3 8)へ

棋の

全国火災予防運動

-
手
配
さ
れ
て
い
る
犯
人
が
立
回
っ
た
り
、

犯
人
か
ら
連
絡
が
あ

っ
た
と
き
。
そ
の
所

迅

速

消

火

肩lt

(謝

午02
消 受
H方け

署主
倉
さ
ん

在
が
わ
か

っ
た
と
き

0

・
日
常
の
生
活
態
度
な
ど
か
ら
か
お
か
し

い
。
と
思
わ
れ
る
人
が
い
る
と
き
。

ム
器
切
か
い

P
・

に

感

謝

大
村
消
防
署
は
9
月
初
日
、
初
期
消
火

功
労
で
、
陸
自
大
村
駐
屯
地
勤
務
の
米
倉

和
行
さ
ん
(
お
歳
)
と
石
山
一
重
き
ん
(
幻

歳
)
に
感
謝
状
を
贈
り
ま
し
た
。

2
人
は
、
同
同
日、

水
主
町
2
丁
目
を

車
で
通
り
か
か

っ
た
と
こ
ろ
、
窓
か
ら
炎

と
煙
を
噴
き
出
し
て
い
る
家
を
発
見
。
1

1
9
番
通
報
を
頼
む
と
共
に
、
家
の
中
に

飛
び
込
ん
で
消
火
に
あ
た
り
、
台
所
の
一

部
を
焼
い
た
だ
け
で
、
延
焼
を
食
い
止
め

ま
し
た
。

こ
の
区
域
は
、
居
舗

・
住
宅
な
ど
が
密

集
し
て
い
る
所
で
、
消
防
署
で
は
、
最
も

危
険
な
区
域
と
し
て
注
音
U

し
て
い
ま
し
た
。

2
人
の
適
切
な
消
火
活
動
が
無
か
っ
た

ら
、
大
惨
事
に
い
た
る
と
こ
ろ
で
し
た
。
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レ
ポ
ー
タ
ー

富

永

美
佐
子
さ
ん

吋わぼ
d tく

のの

堀
口

侍
さ
ん
(
臼
歳
・
日
泊
町
)

農

業

高
富
真
由
美
さ
ん
(
辺
歳

・
久

一
丁
目
)
事
務
員

か な

可奈 ちゃん(諏訪7丁目〉

860. 12. 2生まれ

アグ戸、ノル登場

活発で¥メソメソしない子です。

元気で¥素直な子になってね

• (巴 ・ぎり子さん〉・

の

野
出
岳た

か
ら
も
の

の

1) 

一フ

田疋

JIIg 

車南Z

く
ん

洋き

(
8歳
・
今
村
町
)

コ

太

ン

-
大
村
は
ど
ん
な
所
だ
と
思
い
ま
す
か
。

西
方
に
は
波
静
か
な
大
村
湾
、
東
方
に

は
多
良
山
系
そ
れ
と
緑
に
固
ま
れ
た
大
村

は
、
自
然
美
豊
か
で
、
住
む
に
は
最
適
な

所
だ
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、

三
浦
は
パ
ス

の
便
が
少
な
く
、
車
の
免
許
が
な
い
と
、

生
活
の
足
が
無
く
な
り
ま
す
ね
。

-
大
村
に
望
む
こ
と
は

三
浦
を
例
に
と

っ
て
い
う
と
、
県
道
大

村
線
。
道
路
は
昔
に
比
べ
良
く
な

っ
て
き

ま
し
た
が
、
通
学
路
の
整
備
が
整

っ
て
お

ら
ず
、
ボ
ー
ト
が
あ
る
時
な
ど
、
交
通
量

が
多
い
時
は
特
に
危
険
で
す
。
市
内
に
も

ま
だ
ま
だ
整
備
さ
れ
て
い
な
い
所
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。
事
故
が
起
こ
る
前
に
整
備

し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

-
今
の
時
代
は
、
街
の
活
性
化
・
文
化

・

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
を
通
し
て
の
人
間
づ
く
り

が
必
要
と
思
い
ま
す
。
そ
の
為
に
も
、
総

合
文
化
会
館
の
建
設
、
大
学
あ
る
い
は
県

立
体
育
館
の
誘
致
な
ど
、
積
極
的
に
取
り

組
み
、
是
非
実
現
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

轟

辻
田
重
光
さ
ん

(
刊
歳

・
植
松
2

丁
目
)
左
官
業

。
大
村
は
ど
ん
な
所
だ
と
思
い
ま
す
か

東
京
か
ら
帰

っ
て
き
て
叩
年
位
な
り
ま

す
が
、
大
村
は
の
ん
び
り
し
て
い
て
、
自

然
は
い
い
し
、
空
気
も
い
い
で
す
ね
。

久
し
ぶ
り
に
東
京
に
行

っ
て
き
た
ん
で
す

が
、
空
気
が
汚
れ
て
い
て
苦
し
く
、
息
が

つ
ま
り
そ
う
で
し
た
。

で
も
、
大
村
は
よ
そ
に
比
べ
、
楽
し
い

所
や
刺
激
を
受
け
る
よ
う
な
所
が
な
い
で

す
ね
。

。
大
村
に
望
む
こ
と
は

・
市
民
劇
場
に
入

っ
て
い
る
ん
で
す
が
、

大
村
で
し
た
い
と
思

っ
て
も
、
施
設
面
や

こん亀ヲ~'1，-7知ヲτ.7
~ 
Z玄

視聴覚ライフ、ラリー

市民映画

眉 E-d 
Eヨ大柑混声

竹月12日(士)午後2時---3時30分 l

西大村コミュニティセンター ! 

くフィルム名)

泣いた赤おに(戸二メーション何分〉 。

やさしさ(家庭教育33分〉

駐
車
場
問
題
で
、

ほ
と
ん
ど
諌
早
で
し
て

い
ま
す
。
そ
の
面
か
ら
も
、
総
合
文
化
会

館
の
建
設
は
大
い
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

お
そ
ら
く
こ
れ
は
考
慮
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
大
ホ
l
ル
だ
け
で
な
く
、

中
ホ
l
ル
も
平
ら
に
造
る
の
で
は
な
く
、

座
席
な
ど
、
色
々
な
面
で
考
慮
し
て
ほ
し

い
と
思
い
ま
す
。

。
大
村
は
ど
ん
な
所
だ
と
思
い
ま
す
か

い
い
所
だ
と
思
い
ま
す
。
水
が
豊
富
で

き
れ
い
だ
。
そ
し
て
、
何
と

い
っ
て
も
、

空
港
が
あ
る
。
外
国
と
の
交
流
や
旅
行

・

ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
、
利
便
性
に
富
ん
で
い
る

と
思
い
ま
す
。

。
大
村
に
望
む
こ
と
は

・
ぜ
ひ
、
早
い
時
期
に
叩
万
都
市
に
し
て

ほ
し
い
で
す
ね
。
そ
の
た
め
に
は
、
大
企

業
あ
る
い
は
大
学
誘
致
な
ど
、
積
極
的
に

や
っ
て
ほ
し
い
。

人
口
も
増
え
、
商
庄
街
も
活
気
が
で
て
く

る
の
で
は
:
:
。

・
空
港
が
あ

っ
て
も
、
観
光
客
は
通
り
過

ぎ
る
だ
け
で
、
宝
の
持
ち
ぐ
さ
れ
で
す
ね
。

J

史
跡
や
名
所
な
ど
上
手
に

P
R
す
る
と
か
、

家
族
で
遊
べ
る
大
規
模
な
レ
ジ
ャ

ー
施
設

を
作
っ
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

・
西
大
村
地
区
に
は
、
老
人
の
た
め
の
ゲ

ー
ト
ボ
ー
ル
場
が
な
い
。
い
こ
い
の
場
と

し
て
も
ぜ
ひ
作

っ
て
ほ
し
い
。

- 8 

-
国
道
が
狭
い
で
す
ね
。
よ
そ
か
ら
来
た

友
だ
ち
も
、
大
村
は
運
転
し
に
く
い
と
言

っ
て
い
ま
す
。

-
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、
他
の
施

設
に
も
ナ
イ
タ
ー
施
設
を
欲
し
い
で
す
ね

0

・
沿
道
に
は
、
花
木
だ
け
で
な
く
、
草
花

も
植
え
、
四
季
を
通
じ
て
、
花
が
楽
し
め

る
よ
う
に
し
た
ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

健康テレホンサービス

大村子ども劇場

人形劇「守T手恕3人ぐみ」

ぼ
く
の
ゴ
ン
太
は
、
少
し
大
き

い
で
す
。
き
ょ
年
お
か
あ
さ
ん
に

富
一
っ
て
も
ら
い
ま
し
だ
。

青
い
よ
う
ふ
く
に
¥
オ
レ
ン
ジ

色
の
は
ん
ズ
ボ
ン
を
は
い
て
い
ま

す
。ゴ

ン
太
は
ぬ
い
ぐ
る
み
で
す
が
¥

は
な
も
白
も
動
き
ま
す
。

い
っ
し
ょ
に
ね
だ
り
¥
し
ゃ
べ

つ
だ
り
し
て
い
ま
す
。
と
て
も
か

わ
い
い
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
¥
ず
っ
と
大
事
に

し
て
¥
仲
良
く
し
て
い
き
だ
い
で
す
。

大
事
に
し
て
い
る
物
、
思

い
で
に
残

っ
て
い
る
物
は
あ
り
ま
せ
ん
か
c

あ

っ
た
ら
、
広
報
公
聴
課
(
宮
⑬
4
1
1
1
)

ま
で
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い

0958・26・5511
什月のテーマ

月 むくみ(浮腫)

火 ついかん板ヘル二戸(腰部)

水 小児の脱水症

木 耳鳴りについて

金 歯みがきパート2
士日 初潮をみだら

ご
覧
の
と
お
り
、
年
齢

・
職
業
さ
ま
ざ

ま
。
で
も
、
心
は
一
つ
、
コ
ー
ラ
ス
大
好

き
人
聞
の
集
ま
り
で
す
。

会
員
は
現
在
白
人
、
毎
週
火
曜
と
金
曜

の
夜
7
時
初
分
よ
り
練
習
し
て
い
ま
す
。

コ
ミ
セ
ン
の
音
楽
室
か
ら
、
も
れ
聞
こ

え
る
妙
な
る
調
べ
に
お
気
付
き
の
人
も
あ

る
か
と
思
い
ま
す
が
、
た
だ
今
、
お
周
年

の
定
期
演
奏
会
(
日
月
初
目
的
、
午
後
7

時
1
市
民
会
館
)
に
向
け
猛
練
習
中
で
す
。

指
揮
は
、
小
松
電
子
の
伊
地
知
先
生
と

西
陵
高
校
の
向
野
先
生
の
お
二
人
で
す
。

曲
目
は
組
曲
「
水
の
い
の
ち
」
「
お
母
さ

ん
の
ば
か
」
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
踊
集
、
そ

し
て
皆
き
ん
良
く
ご
存
じ
の
懐
し
い
歌
を

数
々
用
意
し
て
い
ま
す
。

秋
の
夜
長
の
一
時
、
是
非
聴
き
に
来
て

く
だ
き
い
。
そ
し
て
合
唱
の
楽
し
き
、
素

晴
ら
し
き
を
知
っ
た
か
あ
な
た
u

一
緒
に

肩
を
並
べ
て
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

入
団
を
希
望
さ
れ
る
方
、
大
歓
迎
で
す
。

問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
セ
ン
(
宮
@

3
1

6
1
渡
辺
)
ま
で

午後6時30分--8時

大村子ども劇場

(ft⑧7063) 

~人形劇団プーク公演~

人々から恐しい山賊とこわがら

れだ3人組ガ¥天真らんぎんな女

の子と出会い¥すてきな3人ぐみ

となる。

12月3日(土)

市民会館

問い合わせ先
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|事業主の皆さんヘ ト一一

退職金づくり陪

“中退金"でノ

中
退
金
制
度
(
中
小
企
業
退
職
金
共
済

制
度
)
は
、
退
職
金
制
度
を
も
つ
こ
と
が

困
難
な
中
小
企
業
に
、
国
の
援
助
で
大
企

業
と
同
じ
よ
う
な
退
職
金
を
支
払
う
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
つ
く
ら
れ
た
、
国
の
制
度
で
す
。

中
退
金
制
度
の
特
色

・
国
の
制
度
で
す
の
で
安
全

・
確
実
で
す

0

・
月
々
少
額
の
掛
金
で
、
企
業
の
実
態
に

あ
っ
た
退
職
金
づ
く
り
が
で
き
ま
す

0

・
掛
金
の
一
部
と
制
度
の
運
営
費
は
、
国

が
負
担
し
ま
す

0

・
掛
金
は
税
法
上
損
金

・
必
要
経
費
と
し

て
全
額
免
税
に
な
り
ま
す
。

・
福
利
厚
生
施
設
を
設
置
す
る
場
合
、
そ

マ
イ
ホ
!
'
H
f
T
建
?
う
れ
た
皆
?
ん
へ

個
人
住
宅
建
設
資
金

利
子
補
給
制
度
を
新
設

市
で
は
個
人
住
宅
の
建
設
促
進
の
た
め
、
一

個
人
住
宅
建
設
資
金
利
子
補
給
制
度
を
新

設
し
ま
し
た
。

次
に
該
当
す
る
人
は
利
子
補
給
が
受
け

ら
れ
ま
す
の
で
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

利
子
補
給
を
受
け
ら
れ
る
人

①
住
宅
建
設
資
金
の
融
資

(
3
0
0
万
円

以
上
)
を
受
け
、
市
内
に
自
ら
居
住
す
る

た
め
の
住
宅
の
新
築
(
居
住
し
た
こ
と
の

な
い
住
宅
の
購
入
を
含
む
)
お
よ
び
増
改

築
を
行
っ
た
人

②
昭
和
臼
年
4
月
1
日
以
降
に
融
資
を
受

け
た
人

利
子
補
給
金

2
万
円
(
年
間
)
を
限
度

の
資
金
を
融
資
し
ま
す
。

掛
金
の
種
類

月
額
3
千
円
か
ら
2
万
円

ま
で
の
日
種
類
が
あ
り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

各
金
融
機
関
、

商
工
会
議
所
(
岱
@
4
2
2
2
)

ご
活
用
く
だ
さ
い

高
年
齢
者
雇
用

特
別
奨
励
金
制
度

ω歳
以
上
白
歳
未
満
の
高
年
齢
者
の
作

業
を
容
易
に
す
る
た
め
、
職
場
改
善
を
行

っ

た
事
業
主
お
よ
び
、
高
年
齢
者
を
多
数
雇
用

す
る
高
年
齢
者
会
社
を
設
立
し
た
事
業
主

に
、
特
別
奨
励
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

申
請
お
よ
び
問
い
合
わ
せ

刷
県
雇
用
開

発
協
会

(長
崎
市
江
戸
町
5
1
8
中
央
橋

ビ
ル

5
階
包
長
崎
②
6
8
0
5
)

と
し
て
別
に
定
め
た
額

利
子
補
給
期
間

2
年
間

申
し
込
み
手
続
き

所
定
の
用
紙
に
記
入

の
う
え
、
毎
年
4
月
刊
日
ま
で
に
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

設館近代ft資金貸付制度
のご案内

設筋譲渡制度

新鋭設備の導入を

バックアップ

設 備 近 {吃 fじ 資 盆 貨 付 制 度

議~ 対象業種 ・設備 限度額(万円)損料(利息)リース科鞠 返済 (支払)方法 担保等 保証金

機械金属工業、繊維工業、農林水産業など 50- 対象設備の設置に要する金 1年据置き 原則として、不動
37業種、 184品目、 537設備 3，000 

額の 1/2以内
4年均等年賦償還 産。保証人 2名無利子

設 備 譲 渡 制 度

一般設備譲渡
設備近代化資金とほぼ 100-

年 4.5
半年据置き 保証人、原則 2名 価格の

同様 2，500 4年均等年賦償還 不動産提供の場合有 10% 

新技術体化 11 1，500-
年 4.5

半年据置き " 11 
設備譲渡 コンビュータ作動の物 5，000 6年均等年賦償還 11 

設備リース " 100- 月3.105-1.492
3年-7年 月払

11 

11 5，000 リース期間による " 
なし

大型機械譲渡
機械器具製造業、中小 2，000-

年 4.2
l年据置 " 価格の

造船業、印刷業等 4，000 5年均等年賦償還 原則的に不動産提供 5% 

県商工課助成係 (宮長崎⑫ 11 1 1 ) 

県中小企業振興公社 (宮長崎③ 29 1 6) 

大村商工会議所 (宮( 4222)

ハU1
4
 

相談・問い合わせ大村商工会議所で行っています。受け付け



実

施

該
当
す
る
幼
児

O
生
後
同
か
月

l
η
か
月
ま
で
の
麻
し
ん

に
か
か
っ
た
こ
と
の
な
い
幼
児

O
麻
し
ん
予
防
接
種
を
受
け
た
こ
と
の
な

い
凶
か
月

1
η
か
月
ま
で
の
幼
児

料
金

無
料

老

中

マ
苛

接
種
期
限
日
月
初
日
制

接
種
方
法
個
人
接
種
で
す
の
で
直
接
指

定
さ
れ
た
医
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
生
活
環
境
課
衛
生
係

※
接
種
医
院
な
ど
詳
し
い
こ
と
は
叩
月
号

の
市
政
だ
よ
り
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

人

保

健

医

療

費

を

お

知

ら

せ

し

ま

す

老
人
医
療
受
給
者
の
皆
き
ん
が
、
病
気

や
け
が
の
た
め
医
療
機
関
な
ど
で
受
診
さ

れ
た
昭
和
臼
年
6
月
分
の
医
療
費
な
ど
を
、

日
月
上
旬
ま
で
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
で
は
、
健
康
診
査
、
健
康
教
育
、
健

康
相
談
お
よ
び
訪
問
指
導
な
ど
の
保
健
事

業
を
実
施
し
、
皆
さ
λ
の
健
康
保
持
や
病

気
予
防
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
の
お
知
ら
せ
は
、
健
康
の
大
切
さ

に
つ
い
て
関
心
を
高
め
る
と
共
に、

健
康

管
理
の
必
要
性
を
自
覚
し
、
家
庭
や
地
域

で
の
健
康
づ
く
り
の
意
識
の
高
揚
を
図
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
実
施
す
る
も
の
で
す
。

~当

健

11 

骨
昨
日
艇
、
鮮
は
、
出
血

・
腫
脹
・
疹
痛

・

熱
感
・
歯
牙
動
揺
な
ど
の
症
状
を
お
こ
す

慢
性
の
歯
周
疾
患
で
す
。

で
は
、
な
ぜ
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
お
こ

る
の
で
し
ょ
う
か
。
原
因
の
第

一
に
あ
げ

ら
れ
る
の
は
、
歯
に
つ
く
歯
垢
の
付
着
が

最
大
の
要
因
で
す
。つ
ま
り
プ
ラ
i
ク
(
細

菌
の
巣
)
で
す
。

初
期
に
は
軽
い
出
血
を
お
こ
す
程
度
の

炎
症
で
さ
ほ
ど
痛
み
は
あ
り
ま
せ
ん
。
歯

石
の
付
着
も
歯
肉
縁
上
歯
石
の
み
で
別
に

気
に
も
な
ら
な
い
程
度
で
し
ょ
う
。

し
か

し
こ
れ
が
進
行
し
て
、
1
歯
か
ら
2
歯
・

3
歯
と
炎
症
の
範
囲
も
口
腔
全
体
に
広
が

り
若
干
の
痛
み
を
感
じ
は
じ
め
ま
す
。
歯

周
ポ
ケ

ッ
ト
(
正
常
で
は
1
ミ
リ
程
度
)

が
3
ミ
リ
以
上
に
深
く
な
り
、
膿
が
出
て

悪
臭
を
は
な
ち
、
最
終
的
に
は
歯
牙
を
支

え
て
い
る
歯
槽
骨
を
も
溶
か
し
歯
牙
の
動

健康がなにより

大村手話サークル創立10周年

日時 11月27日(臼)、午後2時30分

場所 市コミセン大会議室

内容 記念式典、記念講演、ア

トラクション(手話劇など)

連絡先 (fto 5 1 7 9吉 田)

〈云大
....0.、

忍記

λ
隼
銅
鐸

揺
を
認
め
、
か
む
こ
と
さ
え
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
こ
う
な

っ
て
か
ら
で
は
手
の
施

し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。

で
は
、
こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
ど
う
す

れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
、
そ
れ
は
プ
ラ

l
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

正
し
い
ブ
ラ

ソ
シ
ン
グ
、
正
し
い
食
生
活
、

定
期
検
診
で
す
。
虫
歯
も
そ
う
で
す
が
、

歯
周
病
は
早
期
発
見

・
早
期
治
療
が
第
一

で
す
。

し
か
し
、
既
に
歯
槽
膿
漏
だ
と
診
断
さ

れ
た
人
で
も
、
現
在
の
歯
周
外
科
(
歯
肉

切
除
術
・
新
付
着
術
・
歯
肉
剥
離
掻
隈
術

・
歯
肉
移
植
術
な
ど
)
も
か
な
り
進
ん
で

い
ま
す
。
安
心
し
て
手
術
を
受
け
ら
れ
る

こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
手
術
を
受
け
ら
れ
で
も
自

分
で
正
し
い
プ
ラ

l
ク
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
が

で
き
な
け
れ
ば
何
に
も
な
り
ま
せ
ん
。「
自

分
の
体
は
自
分
で
守
れ
/
」
こ
れ
は
口
腔

内
で
も
同
じ
こ
と
で
す
。
歯
を
と
り
ま
く

環
境
(
歯
お
よ
び
歯
肉
、
舌
、
口
唇
な
ど
)

を
常
に
健
全
な
状
態
に
し
て
お
く
に
は
か

な
り
困
難
が
あ
り
ま
す
が
、
生
涯
自
分
自

身
の
歯
で
食
べ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
そ
れ

に
こ
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

二
度
喪

失
し
た
歯
は
二
度
と
も
ど
り
ま
せ
ん
。

皆
さ
ん
の
中
に
は
多
く
の
人
が
抜
歯
を

経
験
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
老
若

男
女
を
問
わ
ず
歯
科
医
院
を
受
診
す
る
の

は
い
や
な
も
の
で
す
。
も
し
歯
み
が
き
の

時
出
血
し
た
り
、
朝
い
つ
も
よ
り
べ
た
つ

い
た
り
、
疹
み
は
な
い
が
何
か
異
和
感
が

あ
る
な
ど
軽
い
症
状
の
時
に
歯
科
医
を
受

診
し
て
い
れ
ば
痛
い
思
い
を
し
な
く
て
も

済
む
の
で
す
。

最
近
は
歯
科
技
術
も
進
み
、
医
療
器
具

も
は
る
か
に
進
歩
し
て
き
ま
し
た
。
ど
ん

な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。
現
在
口
腔
内
で

少
し
で
も
気
に
な
る
こ
と
が
あ
れ
ば
専
門

医
を
受
診
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

そ
し
て
少
し
で
も
長
く
自
分
の
歯
と
お
つ

き
あ
い
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

市
立
病
院
歯
科
医
長
坂
口
秀
平

: ふl'lあ、、広場

中止!ます ; 
9月 1日号社協だよりおお 4

; むら に掲載しておりました11.

; 月20日開催予定のふれあい広 :

長 場は 、都合により 中止します。E

; ご了承ください。

ー轟轟轟轟畠 ι 轟轟畠d 畠 刷畠叫・畠畠轟轟轟 J
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1込

11月1日(火)'"'-'4日(金)

午前9時~午後5時

コミセン

*盆栽会

け
月
1
白
川
W1
4
日
働

午
前

9
時
l
午
後

5
時

市
コ
ミ
セ
ン

11月19日(土)'"'-'20日(日)

午前9時~午後5時

市コミセン

陸'

よも

，t盆栽趣昧の会

安
美
術
協
会

買い
』、

uw
fη
'a勺

円
月
幻
白
川河

午
前
叩
時

1
午
後

4
時

市
コ
ミ
セ
ン

-R茶道
連
合
会

日
月
辺
日
刷
w
i
n
日
(
水
・
祝
)

午
前
叩
時
i
午
後

5
時

市
民
会
館

合同華
道
連
合
会

展道華民市

之込
Z主大

午前9時30分~午後4時

曲謡

11月13日(日)

:fr 
Z玄

犬
三込
孟ミ

川
月
お
日

(
水
・

祝
)

午
前

O
宇

f
R
I
B
l

午
後

5
時

市
コ
ミ
セ
ン

-R文芸
協
会

つ/--
1
i
 

女謡曲愛好会

吟道大会・日舞のつどい・市民歌謡祭・歌と踊りの祭典は

つごうにより中止します。

福祉センター

ザ 習 内 丁 場 2019日
|発 容 目 所 日日 時
な表 日)仕)
ど会作 県 ・ ・ 11

、品 立午午月
歴 展 ろ前前 19
史 、 う 9 9 日
展職 学 時 時 仕)
、業校

茶科 (午午 20
会展 植後後日

松 3 4 (日)
バ学 3 時時

園芸祭
日時 11月19日仕)、午前10時~午後 4時

11月20日(日) 、午前 9時10分~午後 3時
場所 園芸高校

内容 ①学科展および農産物の展示②学

校生産物および実習作品の即売会③バザ

ーなど

※当日の校内への車の乗り入れはご遠慮、

ください。

ち
う
学
校
文
化
祭



、.，.，し

‘-

庁
舎
工
事
の
た
め
、
下
水
道
業

務
課
お
よ
び
、
下
水
道
建
設
課
は

第
1
会
議
室
(
本
館
2
階
)
へ
移

転
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
関
係
で
市
役
所
に
お
い

で
の
人
は
、
正
面
玄
関
の
階
段
を

上
っ
て
右
側
の
第
1
会
議
室
へ
お

い
で
く
だ
さ
い
。

移
転
期
間

ま
で

来
年
3
月
末
(
子
定

市塁
守い

請笠
院(そ
φ忌
J同つ
防 i号
司11 ! 

練
で
す

お入
院
患
者
の
避
難
・
誘
導
を
目

的
と
し
た
消
防
訓
練
を
実
施
し
ま

す。
火
災
報
知
器
の
ベ
ル
や
、
非
常

放
送
が
あ
り
ま
す
が
、
訓
練
の
為

の
も
の
で
す
の
で
、
お
間
違
い
の

な
い
よ
う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日
月
口
日
嗣、

午
後
2
時

日
時

受け付け 11 月 4 日 (針~11 日幽

申し込み・問い合わせ 建築課住宅係

※収入などに制限があります。

屋外広告物の掲出は
事前に相談をf

屋外広告物指導強調旬間竹同21日，...，30日

バ
イ
ン
ダ
ー
、
コ

ン
バ
イ
ン
に
よ
る
稲

刈
な
ど
は
結
束
紐
を
含
み
、
ほ
場
な
ど
の

条
件
に
よ
り
却
%
以
内
で
賃
金
増
減
が
で

き
ま
す
。
但
し
、
も
み
す
り
賃
金
に
つ
い

て
は
、
も
み
す
り
組
合
の
決
定
に
よ
り
ま

す
。
問
い
合
わ
せ

農
業
委
員
会

屋外広告物を掲出しようとするときは、次

、一育、ください。

LみしムLE掲巳レていませゲ街路柱など

にTtりわよLf品反を掲出できま

せメ

。官官官 でときはほとん川合

条例の規制をうけます O

諌早土木事務所でで、こ

。t宮5E!:翠=2エ;空T2弘;弘各の継問理、

271TrziiZ21i;:工へ

j

よ
い
ガ
ス

よ
い
器
具

よ
い
暮
し

j

ガ
ス
を
正
し
く
使
っ
て
事
故
の
発
生
を

防
止
し
ま
し
ょ
、
つ

0

・
点
火
、
消
火
を
確
認
し
て
い
ま
す
か

-
ゴ
ム
管
は
正
し
く
接
続
し
て
あ
り
ま
す
か

・未
使
用
の
ガ
ス
栓
に
は
ゴ
ム
キ
ャ
ッ
プ
を

・
給
排
気
口
は
あ
り
ま
す
か
、
役
立
っ
て

い
ま
す
か

・
ガ
ス
機
器
を
使
用
す
る
時
は
給
排
気
を

お
忘
れ
な
く

※
都
市
ガ
ス
に
関
す
る
お
た
ず
ね
は
、
九

州
ガ
ス
(
包
(⑪
3
3
2
0
)

へ

円
ペ
リ

ー1
4



お
し
ら
せ

ふ
る
さ
と
長
崎
県
の
情
報
が
い

っ
ぱ
い

の
便
利
な
手
帳
で
す
。

ぜ
ひ
ご
愛
用
く
だ
さ
い
。

規
格

9
・

o
m
×
刀

・

o
m

本
冊
山
ぺ

l
ジ
、
別
冊
資
料
編

初
ペ

ー
ジ

頒
価

4
0
0
円

申
し
込
み

企
画
課

昭
和
臼
年
度
建
設
業
者
に
対
す

る
県
の
経
営
事
項
審
査
が
次
の
と

お
り
行
わ
れ
ま
す
。

前
年
度
審
査
を
受
け
た
人

指
定
き
れ
た
日
時
、
場
所

前
年
度
審
査
を
受
け
て
い
な
い
人

日

時

日

月
1
日

ω
午
後
1

時
j

2
時

場
所

諌
早
土
木
事
務
所

問
い
合
わ
せ

諌
早
土
木
事
務
所

総
務
課
(
宮
②
0
0
1
0
)

市
内
の
各
小
学
校
か
ら
推
せ
ん

さ
れ
た
児
童
幻
人
が
発
表
し
ま
す
。

多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時

U
月
3
日
同
午
前
9
時
1

会

場

中

地
区
公
民
館
講
堂

※
な
お
、
駐
車
場
が
狭
い
の
で
自

家
用
車
で
の
ご
来
場
は
ご
遠
慮

入場無料

期
間

口
月
4
日
j
ロ
月
同
日

場
所

史
料
館
(
市
立
図
書
館
内
)

内
容

江
戸
末
期
に
活
躍
し
た
浮
世
絵
巨
匠
、
広
重
ほ
か

豊
園
、
園
貞
、
園
周
、
芳
幾
の
作
品
、
末
広
五
十
三
次
、

美
人
画
三
十
二
想
、
歌
舞
妓
、
三
十
六
花
撰
な
ど
:

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
立
図
書
館
(
宮

@
2
4
5
7
)
 

「
糖
尿
病
教
室
」

日

時

日

月
四
日
出

l
午
後
2
時

場
所

国
立
長
崎
中
央
病
院

地
域
医
療
研
修
セ
ン
タ
ー

(宮
(⑪

3
1
2
1
)

午
前
日
時

期
日

ロ
月
日
日
目

午
前
9
時
l
ロ
時
ぬ
分

場
所

浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
周
辺

コ
l
ス

参
加
料

1
人
5
0
0
円
(
含
ゼ

ッ
ケ
ン
代
、
傷
害
保
険
料
)

受
付
期
限

ロ
月
5
日
間

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ

体
育
課

奇
数
月
の
第
3
土
曜
日
は
、
コ

ミ
セ
ン
・
サ
タ
デ
l
ナ
イ
ト

・コ

ン
サ
ー
ト
の
日
で
す
。

ご
家
族
そ
ろ
っ
て
お
出
か
け
く

だ
き
い
。

日

時

日

月
四
日
出
午
後
7
時

開
演

(
6
時
ぬ
分
開
場
)

場
所

市
コ
ミ
セ
ン
大
ホ
ー
ル

入
場

演
奏

l
ケ
ス
ト
ラ

曲
目

ス
ト
ラ
イ
ク

・
ア
ッ
プ
ザ

・
バ
ン
ド
、
ビ
ギ
ン

・
ザ
・

ビ
ギ

ン
、
ハ
ッ
ピ
ー
・
フ
ィ
l
リ
ン
ほ
か

今
後
の
日
程

1
月
、
大
村
カ
ト

レ
ア

・
コ
ー
ラ
ス

ビ無
ツ 料
グ

カ
./ 

ト

オ

日

時

日

月
初
日
側
、
午
前
7
時

市
役
所
前
ス
タ
ー
ト

※
集
合
は
午
前
6
時
却
分

行
先

五
家
原
岳

(1
0
5
8
m
)

費
用

傷
害
保
険
料
1
0
0
円、

片
道
パ
ス
代
4
6
0
円

申
し
込
み
期
限
日
月
日
日
附

携
行
品

昼
食
、
水
筒
、
雨
具
ほ

か
、
登
山
に
適
し
た
服
装

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(
宮

@
1
8
5
4
池
野
)

日

時

日

月
お
日
出

午

後
6
時

ぬ
分
開
場
、

7
時
開
演

場
所

市
民
会
館

入
場
料

5
0
0
円

内
容

ア
イ
ル
ラ
ン
ド
民
謡
集
、

組
曲

「お
か
あ
さ
ん
の
ば
か
」

、

組
曲

「水
の
い
の
ち
」
ほ
か

問
い
合
わ
せ

市
コ
ミ
セ
ン
(
宮

@
3
1
6
1
渡
辺
)

日

時

日

月
刊
日
同
l
U
日
開

場
所

ギ
ャ
ラ
リ
ー

「
メ
チ
エ
」

(
大
村
駅
通
り
メ
ガ
ネ
の
サ
ダ

マ
ツ

2
階
)
入
場
無
料

問
い
合
わ
せ

(宮
@
0
6
1
5

岩
永
)

参
加
資
格

小

・
中

・
高
校
生
を

除
き
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

期

日

日

月
初
日
目

場
所

市
営
球
場
ほ
か

参
加
料

4
千
円

申
込
期
限
日
月
日
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(
宮

@
4
1
7
8
片
岡
)

日

時

日

月
お
日
側
、
午
前
9
時

※
雨
天
時
は
日
月
幻
日
制

場
所

市
営
コ
l
ト

種
目

男
子

・
女
子
ダ
ブ
ル
ス

資
格
市
内
在
住
者
(
高
校
生
可
)

参
加
費

2
千
円

(
組
)

申
込
期
限
日
月
日
日

ω

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

(宮
③
7
8
9
4
宮
崎
)

ほ
し
ゅ
う

A
斗
A

1
1ム

出
品
資
格
お
よ
び
出
品
点
数

・
県
内
在
住
の
勤
労
者
(
他
人
に

雇
用
さ
れ
て
働
く
人
)
、
求
職
中

の
人
、

職
業
訓
練
中
の
人
お
よ
び

内
職
労
働
の
人

た
だ
し
、
出
品
部
門
を
職
業
と

す
る
人
は
除
き
ま
す
。

・
自
作
未
発
表
の
も
の
と
し
出

品
点
数
は
部
門
を
問
わ
ず
1
人
1

点
の
み

部
門

洋
画
、
日
本
画
・
南
画
、

書
、
写
真

出

品

料

無
料

出
品
申
込
期
間

昭
和
似
年
1
月
9
日
間
i
U
日
出

午
前
9
時
1
午
後
5
時

搬
入
場
所
・
長
崎
労
政
事
務
所

(
長
崎
県
勤
労
福
祉
会
館
内
干
制

長
崎
市
桜
町
9
1
6
)

-
佐
世
保
労
政
事
務
所
(
佐
世
保

市
労
働
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
干
加
佐

世
保
市
矢
岳
町
1
1
2
)

※
作
品
規
定
な
ど
詳
し
く
は
、
次

の
所
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

0

・
県
労
政
福
祉
課
(
合
長
崎
@
1

1
1
1
)

・
長
崎
労
政
事
務
所

(宮
長
崎
②
1
4
5
6
)
・
佐
世

保
労
政
事
務
所
(
宮
佐
世
保
②
4

4
3
9
)
 



「
そ
な
え
を
つ
ね
に
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
、
ハ
イ
キ
ン
グ

・
キ
ャ
ン

プ

・
奉
仕
活
動
な
ど
を
通
し
て
、

少
年
自
身
の
健
康
や
社
会
に
役
立

つ
能
力
を
身
に
つ
け
る
の
が
ボ
ー

イ
ス
カ
ウ
ト
活
動
の
ね
ら
い
で
す
。

対
象
・
人
員
・

ビ
ー
バ
ー
ス
カ

ウ
ト
(
小
学
1
年
j
2
年
)

山
人
、

・
カ
ブ
ス
カ
ウ
ト
(
小
学
3
年
1

5
年
)
山
人
、
・

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ

ト
(
小
学
6
年
1
中
学
3
年
)
若

干
名
、

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り

ま
す
。

申
込
方
法

ハ
ガ
キ
に
、
住
所

・

氏
名

・
学
校

・
学
年

・
保
護
者

・

瞬間邑供

、帽

電
話
番
号
を
記
入
し
て
申
し
込
ん

で
く
だ
さ
い
。

締
め
切
り
口
月
初
日
制

申
し
込
み

市
コ
ミ
セ
ン
(
干
鰯

幸
町
お
1
お
宮
@
3
1
6
1
)

で
日
歳

資
格

中
卒
(
見
込
み
)

以
上
げ
歳
未
満
の
男
子

愛
け
付
け

日
月
1
白
川
w
i
臼
年

1
月
7
日
仕

試
験
(
一
試
)
臼
年
1
月
8
日
間

試
験
場

大
村
駐
屯
地

@
二
等
陸
海
空
士
(
男
子
)

資
格

四
歳
以
上
お
歳
未
満
の
男

子

(
高
卒
予
定
者
を
含
む
)

uvが
と
う
ご
岬
¥
ま

-
香
典
返
し

大
村
市
文
化
会
館
建
設
基
金
へ

V
木
下

一
功
(
片
町
)

叩
万
円

市
建
設
部
へ

V
森
士
(
久
原
1
丁
目
)
土
木

関
係
専
門
誌

福
祉
基
金
へ

V
原
田
、
キ
ヨ

子

(
木
場
2
丁
目
)

叩
万
円

V
原
口
ヨ
シ
(
鬼
橋
町
)
初
万
円

V
宮
村
正
香
(
久
原
2
丁
目
)

2

万
円

V
和
田
広
主
(
水
主
町
2
丁
目
)

(
敬
称
略
)

5
万
円

V
田
中

一

(
東
本
町
)

叩
万
円

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
本
多
正
巳

(
荒
瀬
町
)

5
万
円

V
松
尾

一
彦
(
岩
松
町
)

叩
万
円

V
坂
口
久
子
(
武
部
町
)
凶
万
円

V
禿
集
(
田
下
町
)
3
万
円

-
一
般
寄
付

大
村
文
化
会
館
建
設
基
金
へ

V
コ
ミ
セ
ン
サ
タ
デ
l
ナ
イ
ト
コ

ン
サ
ー
ト
事
務
局
1
1
万
6
千
9

8
7
円

V
福
田
狛
比
古
(
木
場
1
丁
目
)

/ 

受
け
付
け

随
時

試
験

受
付
時
に
、
指
定
し
ま
す
。

申
し
込
み

・
問
い
合
わ
せ

自
衛
隊
大
村
募
集
事
務
所
(
宮
@

6
2
1
7
)
 

0

農
業
機
械
整
備
の
初
歩

期
間

口
月
8
白
川
w
l
初
日
附

(
5
日
間
)

0
グ
ラ
イ
ン
タ
の
取
り
扱
い
方

期
間

口
月
四
日
出

l
m
日
目

(
2
日
間
)

0
炭
酸
ガ
ス
半
自
動
港
接
学
科
講

習
期
間

口
月
1
日

ω
j
m
日
附

(
4
日
間
)

3
万
6
千
円

市
立
病
院
へ

V
株
元
マ
サ

エ

医
療
機
器

清
和
国

へ

V
佐
藤
畜
産
1
室
内
ゲ
l
ト
ボ
ー

ル
機

V
日
本
た
ば
}
」産
業
側
福
岡
支
居

H
H
た
ば
こ

V
高
原
生
花
庖
l
生
花

V
園
田
商
庖
H
H
果
物

V
鈴
田
小
学
校
l
慰
問

V
大
村
民
踊
協
会
1
慰
問

V
大
村
郵
便
局
l
奉
仕

V
親
奉
会

・
森
安
太
郎

・
岩
井
勝

・
中
島
松

一
・
末
永
辰
夫
l
理
容

奉
仕

小
路
口
本
町
)

0

銅
板
工
芸
入
門

期
間

口
月
日
日
制
i
幻
日
日

(3
日
間
)

O
ガ
ス
溶
接
技
能
講
習

期
間

口
月
1
日

ω
l
n日
ω

(
7
日
間
)

0
D
I
S
K
-
B
A
S
-
c同

期
間

口
月
8
日
閃
j
羽
田
岡

(
6
日
間
)

0

炭
酸
ガ
ス
溶
接
受
験
準
備
講
習

(実
技
)

期
間

口
月
5
日
出
1
6
日
目

(
2
日
間
)

0

危
積
物
取
扱
書
予
備
講
習

(乙

種
第
4
類
)

期
間

口
月
2
日
附
i
M
日
幽

(
7
日
間
)

O

や
さ
し
い
自
動
車
の
電
装
整
備

期

間

口

月
7
日
間
1
幻
日
間

社
会
福
祉
協
議
会
へ

V
大
村
市
誠
灸
マ

ッ
サ
ー
ジ
師
会

1
3
万
円

，泉
の
里
へ

V
大
村
民
踊
協
会
1
慰
問

V
大
村
民
踊
愛
好
会
1
慰
問

V
音
西
九
一
(
東
野
岳
町
)
野
菜

V
佐
藤
秀
武
(
東
大
村
2
丁
目
)

ゲ
l
ト
ボ
l
ル
器
具

V
浦
道
置
(
由
美
(
富
ノ
原
2
丁
目
)

果
物

V
柴
田
八
郎
(
桜
馬
場
2
丁
目
)

タ
オ
ル

V
田
中
松
次
(
竹
松
町
)
菓
子

V
水
田
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会
l
雑
布

V
大
村
子
供
の
家
1
奉
仕

V
上
小
路
悠
々
会
l
奉
仕
、
テ
ィ

(7
日
間
)

o
シ
ー
ケ
ン
ス
制
御

(無
接
点
)

の
基
礎

期
間

口
月
1
日

ω
l
U日
制

(
6
日
間
)

0

テ
ジ
タ
ル
l
C
入
門

期
間

口
月
4
日
幽
i
凶
日
幽

(
7
日
間
)

O
L
Pガ
ス
設
備
士
受
験
準
備

(実
技
)

期
間

口
月
初
日
附
i
ロ
月
9
日

幽

(
5
日
間
)

※
パ
ソ
コ
ン
入
門

・
ワ
ー
プ
ロ
講

座
予
約
受
付
中

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

長
崎
技
能
開
発
セ
ン
タ
ー
(
干

制
諌
早
市
小
船
越
町
1
1
1
3
2

②
2
3
2
3
)
 

ッ
シ
ュ
ほ
か

V
角
宏

一

(杭
出
津
1
丁
目
)

5

万
円

V
酒
井
定
夫

(古
町
1
丁
目
)
3

千
円

V
原
口
ヨ
シ
(
鬼
橋
町
)

2
万
円

V
徳
泉
川
内
老
人
ク
ラ
ブ
寿
会
H
H

奉
仕
、
タ
オ
ル

V
実
山
俊
次
他
4
名
(
水
主
町
)

慰
問

V
桜
友
会
1
タ
オ
ル
ほ
か

V
前
田
多
喜
雄
(
富
ノ
原
1
丁
目
)

菓
子

V
成
山
謙
二
大
川
田
町
)
叩
万
円

V
白
馬
車
l
慰
問

慈
恵
荘

へ

V
佐
藤
秀
武
(
東
大
村
2
丁
目
)

応
募
資
格

・
年
齢
・:口
歳
以
上
お
歳
未
満

(昭
和
4
年
1
月
日
日

1
幻
年
1

月
日
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人
)

・
身
長
::
1
6
5
m
以
下

-
体
重
:
:
男
子
U
旬
以
上
回
旬
以

下
、
女
子
必
旬
以
上
回
旬
以
下

・
視
力
:
:
裸
眼

(メ
ガ
ネ
、
コ

ン

タ
ク
ト
レ

ン
ズ
使
用
不
可
)

で
両

眠
と
も
川
以
上
(
色
盲
不
可
)

応
募
・
問
い
合
わ
せ

制
長
崎
県
モ
ー
タ
ー
ボ
ー
ト
競
走

会
(
玖
島
1
丁
目
白
番
地
1
2
@

6
1
9
4
)
 

ゲ
ー
ト
ボ
i
ル
器
具

V
板
橋
養
鶏
場
l
冷
凍
卵

V
水
田
老
人
ク
ラ
ブ
H
H
雑
布

V
紀
内
商
庄
l
一
斗
ぞ
う
け

V
原
生
花
庖

i
花

V
大
村
市
理
美
容
組
合
1理
髪
奉
仕

V
東
大
村
小
学
校
1
慰
問

V
大
村
民
謡
愛
好
会
H
H
慰
問
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1 8 
乳却児健康相談 福重出張所②13:30-15:00

17日 機能訓練根気の会 悩祉センタ-13: 30-1:5: 30 

(火) (木) 定期巡回献血 市役所 り:30-12:00

28 
妊婦教室(オ) 中地区公民館 13 : 00 -16: 00 

18日 T歳6か月児健康診査

(水) (金) 市コミセン ② 13 : 00 -13 : 30 

⑩召和62年4月生まれ(61年11月-62年3月生まれ

3日 当番医 で、まだ受けていない人も受診してくださしけ

(木・祝) (内)岡 内科医院東三城町 宮② 3000 ⑬母子健康手帳、問診票、お子ーさんの歯ブラシ

(産)大村中央産婦人科医院水主町 2丁目 成人の健康相談福祉セン ター 13:00-15:00 

fi@3850 ⑪⑪…4日(針 と同じ

19日
4日 機能訓練根気の会 福祉センタ- 9: 30-16: 30 (土)

耳とことばの相談 福祉センタ- 13: 00 -15 : 00 

(宣言 ⑮波佐見町にて交流会
20日

成人の健康相談 福祉センタ- 13:00-15:00 当番医

⑪ 40歳以上 ⑪血圧測定ほか
(日) (内・小)寺井医院 玖島1丁目 合② 3574

6日 当番医
(整)貞松整形外科病院東本町 宮③ 1161

(日) (内)大菌内科医院松並1丁目 fi@ 5546 23日 当番医

(整)松永整形外科医院西大村本町 (水・祝)
(内・小)長崎医院寿古町宮③ 8615

包② 4300
(眼)計屋眼科 医 院 古町1丁目 E② 6888

ア日 安産教室 市役所 g:30-11: 00 ③ 9:30まで
24日 3歳児健康診査 大村保健所

(木) ② 9: 30-10: 00、13:00-13:30
(月) ⑪ 母子健康手帳、ズボン ⑪昭和60年5月生まれ(59年11月-60年4月生まれ

一喰健康相談市役所 13:00--16: 00 で、まだ受けていない人も受診してください)

⑪⑮…4日(針 と同 じ ⑮母子健康手帳、問診票

8日 乳却児健康相談 市コ ミセン 25日 T歳6か月児健康診査

(火) ② 9: 30-11: 00・ー'''0-6か月の乳児 (金) 市コミセン ② 13: 00-13: 30 

13 : 30 -15 : 00. . . . .. 7か月以上の乳幼児 ⑪⑬…18日(針と 同じ

⑮離乳食教室 10:30- 27日 当番医

9日
(日) (内・胃)藤井内科医院東本町 宮@38 7 8 

(水)
妊婦教室(2) 中地区公民館 13 : 00 -16 : 00 (産)後藤産婦人科医院西大村本町 宮② 6015

13日 当番医 28日
乳鈎児健康相談 =浦出張所②9:30-11: 00 

(日) (内)南野クリニック 乾馬場町 宮@ 2233 (月)
(耳)海江田医院東本町 宮⑫ 3329 30日

15日 (水)
妊婦教室(4)中地区公民館 13: 00-16: 00 

(火)
乳却児健康相談 鈴田出張所③9:30-11: 00 

略号の説明 ⑪ …対象 ② …受け付け

16日
妊婦教室(3) 中地区公民館 13:00-16:00 

⑮・・・持ってくるもの ⑮ …内容

(水) 当番医の診療時間 9:00-18:00 

毎
月
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回
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人口の動き

10月?日現在

人口言十 71.939
(+73 ) 

34.404 
(+18 ) 

37.535 
(+55 ) 

男

女

伸びよう伸ばそう

青少年
ii 市民相談コーナー(広報公聴課〉ですべて無料で行っていますo ii 
竹 お気軽にご相談くだ、さい。

恩 人 権相談 ( 4日 10: 00------15 : 00) .. 
E6 行政相談 (10日 9: 30------12 : 00) .. 
例 法律相談 (21日 10: 00------15 : 00) 
相 交 通事故相談 (22日 10: 00------15 : 00) 
詮 年 金相談 (24日 10: 00------15 : 00) 
ロ 不動産相談 (25日 13: 00------16 : 00) 
ij ※受け付けは午前8時30分より行っていますo 21.737 

(+44 ) 

〉内は前月比

phU 

T
4
 

世帯数

11月は全国青少年
健全育成強調月間11月の大村ボート (1 日 ~6 日ランナーリーグ戦、 1 2 日 ~15 日、

22 日 ~27 日三県対抗フクスポ杯)
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